
　
男
女
の
地
位
の
平
等
感
に
つ
い
て
、

現
状
で
は
い
ず
れ
の
分
野
に
お
い

て
も「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
男
性
の

方
が
優
遇
さ
れ
て
い
る
」と
答
え
た

方
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、

「
政
治
の
場
で
」「
社
会
通
念
・
習
慣
・

し
き
た
り
な
ど
」で
は
、「
男
性
の

方
が
非
常
に
優
遇
さ
れ
て
い
る
」と

答
え
た
方
の
割
合
が
高
い
傾
向
が

見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、「
男
女
の
地

位
は
平
等
に
な
っ
て
い
る
」と
答
え

た
方
が
多
い「
学
校
教
育
の
場
で
」

で
も
、「
男
性
の
方
が
非
常
に
優
遇

さ
れ
て
い
る
」「
ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
男
性
の
方
が
優
遇
さ
れ
て
い
る
」

が
2
割
い
る
と
い
う
結
果
が
出
て

い
ま
す
。
 

　西東京市では、男女平等参画社会の実現に向けて「男女平等

参画推進プラン」を策定するにあたり、「男女平等に関する西東

京市民意識・実態調査」をしました。ここに、調査結果の一部を

紹介します。男女平等の視点に立って考えてみましょう。 

あなたは、次にあげるような分野で 
男女の地位は平等になっていると思いますか。 
それぞれの項目ごとに１つずつお答えください。 

問 

男女の地位の平等感 

調査対象者 
西東京市に在住の 

２０歳以上７０歳未満の男女２,０００人 

抽出方法 
平成１５年1月1日の 

住民基本台帳より無作為抽出 

調査期間 
平成１５年1月９日～1月２０日 

調査方法 
郵送配布、郵送回収 

有効回収数（率） 
８４８人（４２.４％） 

　
女
性
で
あ
る
が
ゆ
え
の
生
き
に
く

さ
と
し
て「
家
庭
を
も
つ
と
家
事
全

般
を
行
う
責
任
が
あ
る
」と
58.
2
％

の
人
が
答
え
、
次
い
で「
女
性
特
有

の
か
ら
だ
の
機
能
に
よ
る
体
調
不
良

が
あ
る
」46.
1
％「
自
分
の
意
志
で

物
事
が
決
め
づ
ら
い
」24.
3
％
の
順

と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
男
性
で
あ
る
が
ゆ
え
の
生
き
に
く

さ
と
し
て「
家
庭
を
も
つ
と
家
計
を

支
え
る
責
任
が
あ
る
」と
66.
2
％
と

最
も
多
く
、
次
い
で「
仕
事
を
優
先
し
、

家
族
と
ゆ
っ
く
り
過
ご
す
時
間
が
な

い
」49.
7
％
。「
所
属
す
る
組
織
に

よ
っ
て
ラ
ン
ク
づ
け
さ
れ
る
場
合
が

あ
る
」
26.
8
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

生きにくさ 
あなたは「女性であるがゆえの生きにくさ」 
「男性であるがゆえの生きにくさ」としてどんなことがあると思いますか。 
（○は3つまで） 

問 

家庭をもつと家計を支える 
責任がある 

仕事を優先し家族とゆっく 
り過ごす時間がない 

所属する組織によってラン 
クづけされる場合がある 

常に強くなければならない 

つらいことがあっても相談 
する相手がいない 

趣味に時間を費やせない 

自分の体力の低下を 
認め難い 

結婚して 
一人前だと思われる 

おしゃれをしたくても 
できない 

その他 

無回答 

家庭をもつと家事全般を行 
う責任がある 

女性特有のからだの機能に 
よる体調不良がある 

自分の意志で物事が 
決めづらい 

子育ての失敗は母親の責任 
といわれる 

常にやさしさや細やかさが 
求められる 

組織では女性の数が少なく 
発言力が発揮しづらい 

子どもを産んで一人前だと 
思われる 

○○さんの奥さん・お母さ 
んとしてしか呼ばれない 

常に美しくあることが 
求められる 

その他 

無回答 

女性であるがゆえの生きにくさ 
女性のみの回答 N=490

男性であるがゆえの生きにくさ 
男性のみの回答 N=358
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46.1

24.3
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4.5

3.9

働くことを強制
される。（男性） 

こんな意見もあります… 

男はこうあるべきという
周囲の固定観念。（男性） 

男性の方が

非常に優遇

されている 

どちらかといえ

ば男性の方が優

遇されている 

男女平等の地

位は平等にな

っている 

どちらかといえ

ば女性の方が優

遇されている 

女性の方が

非常に優遇

されている 

無回答 

家庭生活の場で 

職場で 

学校教育の場で 

地域社会（町会、自治会など）で 

政治の場で 

法律や制度の上で 

社会通念・習慣・しきたりなどで 

社会全体では 

12.0 47.6 27.3 6.9 0.4 5.7

5.9 41.3 40.8 8.1 1.1 2.8

9.8 45.1 31.2 3.7 0.4 9.8

4.2 33.0 47.2 8.9 0.3 6.4

43.9 42.9 6.3
0.00.4

6.5

25.1 43.9 25.1 2.0
0.0

0.0

3.9

19.8 46.7 22.0 3.3 8.2

10.3 33.5 44.7 7.0 0.6 3.9

34.9 49.2 8.4 0.6 0.0 6.9

22.6 58.7 13.7 1.4
0.6
3.1

21.4 64.1 7.1 1.2 0.0 6.1

10.9 65.6 17.6 2.5
0.3
3.1

19.8 57.3 12.9 1.2 0.6 8.2

13.4 57.3 21.8 3.1 1.13.4

2.7 23.7 59.2 1.8 0.4 12.2

1.1 13.1 72.6 5.9 0.6 6.7

女 

男 

女 

男 

女 

男 

女 

男 

女 

男 

女 

男 

女 

男 

女 

男 

女 N=490 
男 N=358

（％） 

（％） 

男女共に、自分でできることは自
分でやることと、自分以外の人に
自分が何をすれば喜んでくれるか、
しっかり考えて行動しない限り、
どちらの性も生きにくさは解消
しないと思います。（女性） 

こんな意見もあります… 

結婚して一人前だと
思われる。（女性） 

結婚や出産を理由に仕事を
続けにくくなる風習が一般
にまだ根強く残っているよ
うに思われる。（女性） 

これらのことは限
度を超えていなけ
ればある程度は仕
方のないことだと
思う。（男性） 


